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丸山鳴、2019年参加者
国連大学サステイナビリティ高等研究所

参加者所属機関
　これまでに、エアバス･ジャパン株式会社、朝日新聞社、ドイツ
財界アジア太平洋委員会、日本銀行、ベルリン社会科学研究セ
ンター、コメルツ銀行株式会社、大同生命保険株式会社、ダイム
ラー株式会社、ドイツ・デロイト有限会社、株式会社電通、ドイチ
ェ・ヴェレ、ドイツ国際協力公社、ドイツ連邦雇用庁、ドイツ連邦
外務省、ドイツ赤十字社、株式会社日立製作所、株式会社堀場
製作所、日本国際交流基金、日本国厚生労働省、時事通信社、メ
ルク社、三菱総合研究所、三井物産、ミュンヘン安全保障会議、
パナソニック株式会社、独立行政法人理化学研究所、シーメン
ス株式会社、有限会社ドイツ住友商事、有限会社テュフラインラ
ンド・インタートラフィック、ディー・ツァイト新聞社（以上ドイツ
名アルファベット順）をはじめ、日独の一流大学や研究機関、企
業所属のヤングリーダーズが参加しました。

≫国際社会が直面する問題を多角的な視点から
議論することができたことは、さまざまな分野の
参加者が集まるヤングリーダーズ・フォーラムだ
からこそ得られたユニークで素晴らしい経験で
した。≪
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日独ヤングリーダーズ・フォーラム

≫卓越した講師陣と素晴らしい視察プログラム
のおかげで、日独関係に関する洞察を深めること
ができました。また、多彩なバックグラウンドの参
加者によるアクチュアルなテーマについての討論
は刺激的で、非常に実り豊かなものでした。≪

≫多様化と複雑化が加速的に進み不確定要素が
増えていく現代社会にあって、ビジョンとパッショ
ンとプロフェッショナリズムを真に兼ね備えたさ
まざまな分野のヤングリーダーズに出会い、討議
し、生涯の知己となれた本フォーラムでした。≪

ジェニー・レーマン、2019年参加者
ベルリン州首相府

関根真樹、2019年参加者
ＢＡＳＦジャパン株式会社



フォーラムの目的
　日独ヤングリーダーズ・フォーラムは次世代を担うヤングリー
ダーズ（若手指導層）の関心を日独関係に惹きつけ、日独協力へ
の参画を促すことを目的に2006年に発足しました。同目的達成
に向けて、さまざまな職業に従事する有望なヤングリーダーズ
を招聘し、政治・社会関連のトピックスについて一緒に議論し、
協力活動を通じて相互理解を深める場を提供し、日独間の今後
の協力を強化し活性化させる持続可能なネットワークの確立を
目指します。

プログラム概要
　日独ヤングリーダーズ・フォーラムは、隔年交代でドイツまた
は日本で開催されるサマースクールおよび同窓生大会で構成さ
れます。サマースクールでは毎年日独にとって等しく重要な案件
のなかから選んだテーマに関する専門家による講義、グループ
活動、機関や企業の視察訪問、そしてまた過年度の参加者との
会合といった多彩なプログラムを用意し、学びの場以外にもネッ
トワーキングや交流のさまざまな機会をヤングリーダーズに提
供します。

参加 対象者
　毎年ドイツ人８人および日本人８人の有望なヤングリーダー
ズを――16人の専門的背景が政官産学およびマスコミにいた
るまで可能な限り多様であることを意図しつつ――慎重に選考

します。応募資格は25際から35歳までのヤングリーダーズで、英
語が流暢であることが必須条件です。

資金拠出機関
　2023年のフォーラム実施に必要な資金は大同生命保険株式
会社、一般財団法人森記念製造技術研究財団、 一般財団法人山
岡記念財団、ヤンマーホールディングス株式会社およびユアサ
Ｍ＆Ｂ株式会社、その他から提供される予定で、ヤングリーダー
ズがサマースクール参加に要する旅費、宿泊費、食費、移動費な
ど基本的な支出が全てカバーされます。

主催機関
　日独ヤングリーダーズ・フォーラムの企画実施を担当するベル
リン日独センターは、学術および文化の分野における日独協力
および国際協力を促進し強化するために1985年に創設された
非営利財団で、日独両国外務省およびベルリン州政府の支援を
受けて運営されています。

ヤングリーダーズ・フォーラム同窓会
　2011年に、それまでのフォーラム参加者（同窓生）が集まり、自
ら積極的にフォーラムに貢献し、日独間の持続可能なネットワー
クの発展をさらに促進するためにヤングリーダーズ・フォーラム
同窓会（ドイツ民法に基づく登記社団）を設立しました。

≫日独ヤングリーダーズ・フォーラムに参加し、地
域および世界の喫緊の課題に係る日本の視点を
直接知ることができました。また、参加者一人ひ
とりが自身の偽りのない強い価値観をもってフォ
ーラムに参加したことを通じて議論が非常に奥
深くなり、思考が研ぎ澄まされ、今後のグローバ
ルな協力関係を創造的かつ有意義に形成する方
法について学ぶこともできました。≪ 
ジーナン・アクデニツ、2019年参加者
ドイツ連邦保健省

 多種多様な業種、分野から多彩な
人材が集まり、ともに学ぶことで、相
互理解を深めることができる本プロ
グラムは非常に有意義だと考えま
す。日独関係は 政治・経済分野のみ
ならず、学術交流、文化交流、科学技
術交流、市民社会間の交流も深化し
ています。未来に向けた日独関係の
構築のため、幅広い分野で相互理解を深め、両国の結びつきが
更に深まる機運が高まっています。参加者の皆さんが本プログ
ラムを通じて多くを学び、日独両国の関係をさらに深め、強化し
てくれることを願っています。

　日本とドイツは160年以上にわたり
緊密な友好関係を築いてきました。
日独ヤングリーダーズ・フォーラムで
は時代を先読みする若きリーダーた
ちが集い、親善と交流を深めながら、
今後、両国が直面するさまざまな課
題に取り組みます。参加者の個性と多
様性がシナジー効果を生むことで、エキサイティングで新しいア
イデアが生まれ、ここから生涯続く友情が生まれることも少なく
ありません。

柳秀直　駐独日本国大使

クレーメンス・フォン＝ゲッツェ（Dr.）
駐日ドイツ連邦共和国大使


